
1 2017（平成29年）

国　税／ 給与所得者の扶養控除等申告書の提出 
 本年最初の給与支払日の前日

国　税／ 報酬、料金、地代、家賃等の支払調書の提出
 1月31日

国　税／ 源泉徴収票の交付、提出 1月31日
国　税／ 12月分源泉所得税の納付 1月10日

（納期の特例を受けている事業所の7～12月
分は1月20日）

国　税／ 11月決算法人の確定申告 
（法人税・消費税等） 1月31日

国　税／ 5月決算法人の中間申告 1月31日
国　税／ 2月、5月、8月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合） 1月31日
地方税／ 固定資産税の償却資産に関する申告 1月31日
地方税／ 給与支払報告書の提出 1月31日
労　務／ 労働保険料の納付（第3期分） 1月31日

 （労働保険事務組合委託の場合2月14日まで）

　ホテルや旅館の宿泊者に課税する法定外目
的税。大阪府ではこの1月から１人１泊の宿泊
料金に対して、１万円以上１万５千円未満100
円、１万５千円以上２万円未満200円、２万円
以上300円の税率の宿泊税を導入します。1万円
未満は免税。東京都はすでに平成14年10月に
税率２段階の宿泊税を導入しています。

ワンポイント 宿泊税

1 月 の 税 務 と 労 務1月 （睦月）JANUARY

1日・元日　2日・振替休日　9日・成人の日

日 月 火 水 木 金 土
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1月号─2

　
景
気
の
動
向
が
不
透
明
な
中
、

会
社
の
資
金
繰
り
に
頭
を
悩
ま

せ
て
い
る
経
営
者
の
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　「
利
益
が
出
て
い
る
の
に
お

金
が
足
り
な
い
」。
そ
の
よ
う

に
な
ら
な
い
た
め
に
、
資
金
繰

り
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

１
　
資
金
繰
り
の
見
直
し

　
資
金
繰
り
の
見
直
し
は
、
経
営
改

善
の
余
地
が
な
い
か
ど
う
か
を
探
す

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
資
金
繰
り
を
悪
化
さ
せ

て
い
る
要
因
を
探
し
出
し
、
日
々
の

工
夫
や
交
渉
に
よ
り
改
善
し
て
い
き

ま
す
。

①
　資
金
繰
り
表
の
作
成

　
　
収
入
と
支
出
を
一
覧
に
し
て
収

支
の
過
不
足
が
分
か
る
表
を
作
成

し
ま
す
。
資
金
繰
り
表
を
作
成
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
の
資
金
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
最
低
で
も
三
か
月
先
の
資
金
予

測
を
立
て
る
た
め
、
毎
月
必
ず
資

金
繰
り
表
を
作
成
し
、
頭
の
中
で

三
か
月
先
ま
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の

流
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
上
で

経
営
判
断
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
資
金
繰
り
表
に
は
将
来

予
測
の
欄
の
ほ
か
に
過
去
の
実
績

の
欄
を
設
け
る
と
、
予
測
と
実
績

の
対
比
が
で
き
ま
す
。

　
　
毎
月
必
ず
結
果
を
検
証
す
る
ク

セ
を
つ
け
る
と
、
毎
月
の
資
金
予

測
が
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
か
検

証
で
き
る
の
と
同
時
に
、
資
金
予

測
の
正
確
性
を
高
め
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
　
つ
ま
り
、
計
画
↓
結
果
↓
原
因

分
析
↓
対
策
↓
計
画
と
い
っ
た
サ

イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
財
務
面
で
の
リ
ス
ク
を
減
ら

し
、
安
定
し
た
経
営
体
制
の
基
盤

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
　資
金
シ
ョ
ー
ト
時
期
の
把
握

　
　
資
金
繰
り
表
に
よ
っ
て
近
い
将

来
の
資
金
が
回
る
か
ど
う
か
、
又

は
い
つ
資
金
シ
ョ
ー
ト
が
起
こ
り

そ
う
な
の
か
が
わ
か
り
ま
す
の
で
、

そ
の
対
応
を
考
え
ま
す
。

③
　資
金
繰
り
の
工
夫

　
　
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

資
金
繰
り
を
楽
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
手
形
の
金
額
は
小
額
に
分
け
て
振

り
出
し
て
も
ら
う

　
↓
状
況
に
応
じ
て
現
金
化
で
き
ま

す
・
取
引
先
へ
の
支
払
期
日
を
延
ば
す

　
↓
資
金
の
余
裕
が
で
き
ま
す

・
売
掛
金
の
回
収
を
早
め
る

　
↓
資
金
の
余
裕
が
で
き
ま
す

・
棚
卸
し
を
定
期
的
に
行
い
在
庫
状

況
を
把
握
す
る

　
↓
無
駄
な
仕
入
が
減
り
回
転
率
が

上
が
り
ま
す

・
固
定
費
を
見
直
す
（
家
賃
の
値
下

げ
・
リ
ー
ス
物
件
の
再
リ
ー
ス
）

　
↓
固
定
費
が
下
が
り
ま
す

　
ま
た
、
売
掛
金
の
管
理
を
徹
底
す

る
、
無
理
な
設
備
投
資
は
し
な
い
、

「
現
金
の
収
支
」
と
「
事
業
の
損
益
」

を
別
に
考
え
る
こ
と
な
ど
も
重
要
と

な
り
ま
す
。

〜
資
金
繰
り
の
見
直
し
〜



3─1月号

 

２
　
緊
急
時
の
対
処
法 

 

　
　
〜
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〜

　
資
金
繰
り
が
悪
化
し
て
き
た
と
き

は
、
通
常
の
処
理
を
し
て
い
て
は
資

金
シ
ョ
ー
ト
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
と
き
は
、
事
業
を
継
続
す

る
の
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
支
払

い
の
優
先
順
位
を
決
め
た
緊
急
の
資

金
繰
り
を
検
討
し
ま
す
。

　
手
形
支
払
の
決
済
、
取
引
先
へ
の

支
払
い
、
従
業
員
へ
の
給
与
の
支
払

い
な
ど
を
優
先
的
に
行
い
、
金
融
機

関
へ
の
返
済
に
つ
い
て
は
、
支
払
い

延
長
の
た
め
の
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
債

務
返
済
の
繰
り
延
べ
）
を
検
討
し
ま

す
。

　
資
金
繰
り
が
ど
う
し
て
も
厳
し
い

状
況
に
陥
っ
た
場
合
、
リ
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
行
い
、
年
間
の
返
済
額
と
借

入
返
済
能
力
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　
無
理
し
て
支
払
わ
ず
に
思
い
切
っ

て
支
払
い
を
止
め
て
し
ま
う
と
い
う

方
法
で
す
。

　
金
融
機
関
に
は
、
毎
月
の
元
金
返

済
を
半
年
程
度
猶
予
し
て
も
ら
う
よ

う
に
調
整
を
依
頼
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

緊
急
時
の
支
払
い
の
優
先
順
位
を
考

慮
し
た
や
む
を
得
な
い
行
為
と
い
え

ま
す
。

　
支
払
猶
予
を
獲
得
す
れ
ば
、
新
規

に
資
金
調
達
し
た
場
合
と
同
じ
よ
う

な
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
資
金
に

余
裕
が
で
き
、
経
営
は
か
な
り
改
善

し
ま
す
。
心
理
的
重
圧
も
減
り
ま
す

の
で
、考
え
も
前
向
き
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
に
、
ど
う
し
た
ら
売
り
上
げ

が
ア
ッ
プ
す
る
の
か
、
不
採
算
部
門

を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の
か
と
い

っ
た
、
利
益
に
結
び
つ
く
経
営
改
善

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
交
渉
は
、
次

の
よ
う
な
手
続
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「
融
資
先
が
今
後
も
支
払
い
を
続

け
る
意
志
が
あ
り
、
融
資
し
た
金
額

を
回
収
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

金
融
機
関
が
判
断
す
れ
ば
、
リ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
応
諾
し
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
返
済
可
能
な
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
応
諾
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
前
向
き
」
な

計
画
書
も
必
要
で
す
。

　
経
費
の
節
減
や
利
益
を
生
み
出
す

体
質
作
り
な
ど
、
会
社
の
前
向
き
な

姿
勢
を
示
す
経
営
改
善
計
画
書
を
添

付
し
ま
し
ょ
う
。

　
経
営
が
苦
し
い
の
で
返
済
を
猶
予

し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
す
る
だ
け

よ
り
、
改
善
計
画
書
が
あ
っ
た
ほ
う

が
、
金
融
機
関
も
稟
議
を
通
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
金
融
機
関
か
ら
断
ら
れ
て

も
簡
単
に
引
き
下
が
ら
ず
、
粘
り
強

く
交
渉
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
金

融
機
関
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
資
料

請
求
に
は
早
急
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

〈
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
手
順
〉

⑴
　必
要
書
類
の
作
成

　
　
返
済
条
件
変
更
依
頼
書
・
事
業

計
画
書
（
経
営
改
善
計
画
書
）・
資

金
繰
り
表

⑵
　金
融
機
関
と
の
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト

　
　
メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
原
則
と
し
て
取
引
が
あ
る
全

金
融
機
関
が
対
象
と
な
り
ま
す

⑶
　金
融
機
関
と
の
交
渉

　
　
状
況
の
説
明
・
計
画
書
等
の
説

明
⑷
　金
融
機
関
の
審
査

　
　
二
週
間
程
度
を
想
定
、
金
融
機

関
か
ら
の
融
資
条
件
を
そ
の
ま
ま

飲
ま
な
い
（
交
渉
の
余
地
が
あ
り

ま
す
）

⑸
　開
始
日
の
確
定

　
　
開
始
後
も
定
期
的
に
達
成
度
の

審
査
が
あ
り
ま
す

 

３
　
過
剰
な
節
税

　
業
績
が
黒
字
で
税
金
を
支
払
う
の

が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
と
経
費
を
無

駄
遣
い
し
た
り
、
税
金
を
減
ら
す
と

い
う
こ
と
ば
か
り
を
考
え
る
経
営
者

も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
逆
に
そ

れ
で
お
金
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
実
施
す
べ
き
節
税
方
法
は
、
特
に

無
駄
遣
い
を
す
る
こ
と
な
く
行
え
る

よ
う
な
方
法
を
自
社
で
採
用
で
き
な

い
か
十
分
に
検
討
し
、
そ
れ
を
実
行

す
る
こ
と
で
す
。
節
税
の
勧
め
を
知

人
等
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
も
、

そ
れ
が
無
駄
な
出
費
を
伴
わ
な
い
か

見
極
め
た
う
え
で
実
行
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
一
千
万
円
の
利
益
を
消
す
の
に
、

本
来
は
経
営
に
活
き
て
こ
な
い
無
駄

な
経
費
を
一
千
万
円
使
え
ば
お
金
は

一
千
万
円
無
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

無
駄
な
経
費
を
使
わ
な
け
れ
ば
税
金

を
支
払
っ
て
も
六
割
〜
七
割
の
お
金

は
残
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

　
保
険
を
利
用
し
た
節
税
も
資
金
繰

り
に
大
き
く
影
響
が
あ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
節
税
の
際
に
は
資
金

繰
り
も
十
分
留
意
し
た
う
え
で
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。



1月号─4

　
毎
年
一
月
に
な
る
と
、
源
泉
徴
収

票
や
各
種
支
払
調
書
の
作
成
・
交
付
・

税
務
署
へ
の
提
出
、
給
与
支
払
報
告

書
、
償
却
資
産
申
告
書
の
各
市
町
村

へ
の
送
付
等
、
他
の
月
に
は
な
い
業

務
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
加
え
て
本
年
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
始
ま
る
た
め
実
務
処
理
の

負
担
も
増
え
、
様
式
の
サ
イ
ズ
が
変

更
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
一
月
固
有
の
業

務
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
整
理
し
て

み
ま
す
。

　
Ⅰ
　
法
定
調
書

　
法
定
調
書
に
は
多
く
の
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
一
般
的
な
も

の
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
一
月
末
ま
で
に
所
轄
税
務
署
長

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
　
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

【
税
務
署
提
出
を
要
す
る
範
囲
】

　
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
受
給

者
交
付
用
）」
は
、
提
出
範
囲
に
か
か

わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
受
給
者
に
つ
い

て
作
成
の
上
、
一
月
末
日
ま
で
に
そ

れ
ぞ
れ
の
受
給
者
に
交
付
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
受
給
者

交
付
用
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
は

し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
給
与
支
払
報
告
書
と
同
時

に
作
成
で
き
る
よ
う
に
、
四
枚
又
は

三
枚
複
写
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
　
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票
・
特

別
徴
収
票

【
税
務
署
提
出
を
要
す
る
範
囲
】

　
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票
・
特
別

徴
収
票
の
提
出
範
囲
は
、
平
成
二
十

八
年
中
に
支
払
が
確
定
し
た
退
職
手

当
等
の
受
給
者
が
、
法
人
（
人
格
の

な
い
社
団
等
を
含
み
ま
す
）
の
役
員

（
取
締
役
、
執
行
役
、
会
計
参
与
、
監

査
役
、
理
事
、
監
事
、
清
算
人
、
相

談
役
、顧
問
等
）で
あ
っ
た
者
で
す
。

　
な
お
、「
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」

は
、
提
出
範
囲
に
か
か
わ
ら
ず
、
退

職
後
一
か
月
以
内
に
す
べ
て
の
受
給

者
に
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

３
　
報
酬
・
料
金
・
契
約
金
及
び
賞

金
の
支
払
調
書

【
税
務
署
提
出
を
要
す
る
範
囲
】

　
平
成
二
十
八
年
中
に
講
演
料
や
外

交
員
報
酬
な
ど
所
得
税
法
第
二
〇
四

条
第
一
項
等
に
規
定
す
る
報
酬
・
料

金
等
を
支
払
っ
た
者
は
、
同
一
人
に

対
す
る
支
払
金
額
の
合
計
が
一
定
額

を
超
え
る
場
合
に
提
出
し
ま
す
。

４
　
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調
書

⑴

　提
出
義
務
者

　
平
成
二
十
八
年
中
に
不
動
産
、
不

動
産
の
上
に
存
す
る
権
利
、
総
ト
ン

数
二
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
・
航
空
機

の
借
受
け
の
対
価
等
を
支
払
っ
た
法

【給与所得の源泉徴収票の提出範囲】
受給者の区分 提出範囲

年
末
調
整
を
し
た
者

⑴法人（人格のない社団等を含みます）の役員（取締役、執行役、会計参与、監査役、
理事、監事、清算人、相談役、顧問等である者）及び現に役員をしていなくても平
成28年中に役員であった者

平成28年中の給与等の支払金額が150
万円を超えるもの

⑵弁護士、司法書士、土地家屋調査士、公認会計士、税理士、弁理士、海事代理士、
建築士等（所得税法第204条第１項第２号に規定する者）

平成28年中の給与等の支払金額が250
万円を超えるもの

⑶上記⑴及び⑵以外の者 平成28年中の給与等の支払金額が500
万円を超えるもの

年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
者

⑷「給与所得者の扶養
控除等申告書」を提
出した者

イ平成28年中に退職した者、災害により被害を受けたため、
平成28年中の給与所得に対する源泉所得税及び復興特別
所得税の徴収の猶予又は還付を受けた者

平成28年中の給与等の支払金額が250
万円を超えるもの。ただし、法人の役員
の場合には50万円を超えるもの

ロ平成28年中に主たる給与等の金額が2,000万円を超えるた
め、年末調整をしなかった者 全部

⑸「給与所得者の扶養控除等申告書」を提出しなかった者（給与所得の源泉徴収税額表
の月額表又は日額表の乙欄若しくは丙欄適用者等）

平成28年中の給与等の支払金額が50
万円を超えるもの

各
種
法
定
調
書
と

償
却
資
産
申
告
書

　
　
　
　
の
作
成

～マイナンバー適用開始～
１月固有業務のポイント

各
種
法
定
調
書
と

償
却
資
産
申
告
書

　
　
　
　
の
作
成
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人
や
不
動
産
業
者
で
あ
る
個
人
。

⑵

　支
払
調
書
の
提
出
範
囲

　
同
一
人
に
対
す
る
平
成
二
十
八
年

中
の
支
払
金
額
の
合
計
が
一
五
万
円

を
超
え
る
も
の
。

　
な
お
、
法
人
に
支
払
わ
れ
る
不
動

産
の
使
用
料
等
に
つ
い
て
は
、
地
上

権
、
不
動
産
等
の
賃
借
権
、
そ
の
他

土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
の
設
定
に

よ
る
対
価
が
な
い
場
合
に
は
、
提
出

は
不
要
で
す
（
主
に
個
人
の
不
動
産

所
得
の
チ
ェ
ッ
ク
に
使
わ
れ
る
た
め

で
す
）。

　
Ⅱ
　
給
与
支
払
報
告
書

　
給
与
支
払
事
業
者
は
、
住
民
税
の

特
別
徴
収
の
資
料
と
す
る
た
め
に
、

一
月
末
日
ま
で
に
受
給
者
の
一
月
一

日
現
在
居
住
す
る
市
町
村
長
宛
に

「
給
与
支
払
報
告
書
」（
源
泉
徴
収
票

と
複
写
で
書
け
る
も
の
二
枚
）
と
総

括
表
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
Ⅲ
　
償
却
資
産
申
告
書

１
　
申
告
す
べ
き
資
産

　
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
現
在
に

お
い
て
現
存
す
る
事
業
用
償
却
資
産

（
他
に
貸
し
付
け
て
い
る
も
の
を
含

み
ま
す
）
に
つ
い
て
申
告
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
下
表
に
掲
げ
る
よ

う
な
も
の
で
す
。

　
な
お
、
土
地
及
び
家
屋
は
、
不
動

産
登
記
簿
や
実
地
調
査
に
よ
り
市
町

村
が
独
自
で
課
税
台
帳
を
作
る
の
で

申
告
と
い
う
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
で
あ
る
自
動
車
・
軽
自

動
車
・
小
型
自
動
車
は
、
二
重
課
税

排
除
の
見
地
か
ら
課
税
対
象
外
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
「
中
小
企

業
者
等
の
少
額
減
価
償
却
資
産
の
取

得
価
額
の
損
金
算
入
の
特
例
制
度
」

に
よ
り
三
〇
万
円
未
満
の
減
価
償
却

資
産
を
必
要
経
費
又
は
全
額
損
金
算

入
し
た
場
合
は
、
申
告
対
象
と
な
り

ま
す
。

２
　
申
告
の
方
法

⑴

　前
年
度
（
平
成
二
十
八
年
度
）

に
申
告
し
た
者
…
…
増
減
申
告

　
平
成
二
十
八
年
一
月
二
日
か
ら
平

成
二
十
九
年
一
月
一
日
現
在
ま
で
の

間
に
、
増
加
・
減
少
の
あ
っ
た
資
産

に
つ
い
て
申
告
し
ま
す
。

⑵

　今
年
度
初
め
て
申
告
す
る
者
…

…
全
資
産
申
告

　
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
現
在
所

有
す
る
全
資
産
に
つ
い
て
申
告
し
ま

す
。

３
　
免
税
点

　
課
税
標
準
の
合
計
額
が
一
五
〇
万

円
未
満
の
場
合
は
、
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。

４
　
納
期

　
納
期
は
四
月
、
七
月
、
十
二
月
及

び
翌
年
二
月
の
四
回
で
す
（
市
区
町

村
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）。

記載例

〈国税庁ホームページより〉

泫　この記載例は、外交員
報酬を次のように支払っ
ている場合の例です。

１　１月から12月まで
の報酬の支払総額が
2,400,000円（給与等
の支払い金額なし）。

２　１のうち、支払調書
作成日現在において未
払の報酬の合計金額が
200,000円。

種類別資産例
資産の種類 主な償却資産の例示

1．構築物 広告塔、井戸、門、塀、庭園その他土地に定着する土
木設備など

2．機械及び装置
電気機械、化学機械、建設機械、印刷機械、起重機そ
の他物品の製造・加工・修理などに使用する機械及び
装置など

3．船舶 ボート、貨物船、客船など
4．航空機 飛行機、ヘリコプター、グライダーなど

5．車両及び運搬具 ホイールクレーン、フォークリフトなどの特殊自動車
（自動車税及び軽自動車税の課税対象は除く）など

6．工具・器具及び備品
机、椅子、ロッカー、金庫、ワープロ、計算機、レジ
スター、応接セット、テレビ、陳列ケース、測定工具、
切削工具など
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平
成
二
十
九
年
一
月
よ
り
雇
用
保

険
の
適
用
の
あ
り
方
や
早
期
再
就
職

促
進
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め

制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
触

れ
て
い
き
ま
す
。

一

　適
用
対
象
の
範
囲
拡
大

①

　高
年
齢
被
保
険
者

　
従
来
は
、
新
た
に
雇
用
さ
れ
た
六

十
五
歳
以
上
の
者
は
雇
用
保
険
の
一

般
被
保
険
者
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
六
十
五
歳
以
上
の
雇
用
者
数
、
新

規
求
職
者
数
、
就
職
件
数
な
ど
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

失
業
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
確

保
と
い
う
観
点
か
ら
、
六
十
五
歳
以

降
に
雇
用
さ
れ
た
場
合
も
雇
用
保
険

の
被
保
険
者
（
高
年
齢
被
保
険
者
）

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

②

　届
出

　
平
成
二
十
九
年
一
月
以
降
に
六
十

五
歳
以
上
の
者
を
雇
い
入
れ
た
と
き

は
、
六
十
五
歳
未
満
の
者
の
手
続
き

と
同
様
に
雇
い
入
れ
た
月
の
翌
月
十

日
ま
で
に
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格

取
得
届
（
以
下
「
資
格
取
得
届
」
と

い
い
ま
す
）
を
提
出
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
末

時
点
で
雇
用
し
て
い
る
六
十
五
歳
以

上
の
者
（
六
十
五
歳
到
達
前
か
ら
雇

用
さ
れ
、
継
続
し
て
被
保
険
者
と
さ

れ
て
い
る
者
を
除
く
）
を
、
平
成
二

十
九
年
一
月
以
降
も
引
き
続
き
雇
用

し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
い

て
も
資
格
取
得
届
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
提
出
期
限
の
特
例
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
提
出
を
す
れ
ば

よ
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

③

　保
険
料

　
毎
年
四
月
一
日
時
点
に
お
い
て
満

六
十
四
歳
以
上
の
者
は
雇
用
保
険
料

が
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
扱
い
は
今
後
廃
止
さ
れ
、

平
成
三
十
二
年
四
月
以
降
は
保
険
料

が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
間
は
従
来
ど
お
り
免
除

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
給
与
か
ら
保

険
料
を
控
除
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

④

　給
付

　
高
年
齢
被
保
険
者
が
離
職
し
、
所

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
高
年

齢
求
職
者
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

（
老
齢
年
金
と
の
併
給
可
）。

　
ま
た
、
育
児
休
業
給
付
金
、
介
護

休
業
給
付
金
、
教
育
訓
練
給
付
金
に

つ
い
て
も
所
定
要
件
を
満
た
す
場
合

は
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

二

　特
定
受
給
資
格
者
の
基
準

　
特
定
受
給
資
格
者
※
と
さ
れ
る
者

の
基
準
の
う
ち
一
部
が
見
直
さ
れ
ま

し
た
。
追
加
・
変
更
さ
れ
た
の
は
次

の
点
で
す
。

①
　
事
業
所
か
ら
妊
娠
・
出
産
を
理

由
と
す
る
不
利
益
な
取
扱
い
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
離
職
し
た
場
合

や
、
育
児
休
業
・
介
護
休
業
等
の

申
出
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

離
職
し
た
場
合
は
特
定
受
給
資
格

者
と
な
り
ま
す
。

②
　
事
業
所
か
ら
の
賃
金
不
払
い（
賃

金
の
三
分
の
一
を
超
え
る
額
が
払

わ
れ
て
い
な
い
）
が
あ
っ
た
と
き

は
、
従
来
は
賃
金
不
払
い
が
二
か

月
以
上
続
い
た
場
合
又
は
離
職
前

六
か
月
の
う
ち
三
か
月
以
上
あ
っ

た
場
合
に
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
賃
金
不
払
い
が
一
度
で
も

あ
れ
ば
特
定
受
給
資
格
者
と
な
り

ま
す
。

※
　
特
定
受
給
資
格
者
…
倒
産
・
解

雇
等
の
理
由
に
よ
り
再
就
職
の
準

備
を
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
く
離

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
者
を
い
い

ま
す
。

　
　
該
当
す
る
場
合
、
失
業
等
給
付

（
基
本
手
当
）
の
受
給
資
格
を
得
る

た
め
に
必
要
な
雇
用
保
険
加
入
期

間
（
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
た

期
間
の
う
ち
、
賃
金
支
払
基
礎
日

数
が
十
一
日
以
上
あ
る
月
を
一
か

月
と
計
算
し
ま
す
）
が
、「
六
か
月

以
上
」
に
短
縮
（
通
常
は
十
二
か

月
以
上
）
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
か
、

所
定
給
付
日
数
が
手
厚
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

三

　就
職
促
進
給
付
の
拡
充

㈠

　再
就
職
手
当

　
失
業
等
給
付
の
受
給
者
が
早
期
に

再
就
職
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
再

就
職
手
当
の
給
付
率
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
所
定
給
付
日
数
（
離
職
理
由
、
被

保
険
者
期
間
等
に
よ
り
九
十
日
か
ら

三
百
六
十
日
の
範
囲
で
決
定
）
の
三

分
の
一
以
上
を
残
し
て
再
就
職
し
た

場
合
は
支
給
残
日
数
の
六
〇
％
（
従

雇
用
保
険
制
度
の
改
正

（
平
成
二
十
九
年
一
月
施
行
）
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来
は
五
〇
％
）、
三
分
の
二
以
上
を
残

し
て
再
就
職
し
た
場
合
は
支
給
残
日

数
の
七
〇
％
（
従
来
は
六
〇
％
）
に

基
本
手
当
日
額
を
乗
じ
た
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

㈡

　移
転
費

　
移
転
費
は
、
公
共
職
業
安
定
所
の

紹
介
し
た
職
業
に
就
く
等
の
た
め
、

住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
に
、
受
給
資
格
者
等
の
移

転
に
要
す
る
費
用
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

　
受
給
資
格
者
等
の
負
担
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
例
え
ば
Ｕ
タ
ー
ン
就

職
等
の
促
進
の
観
点
か
ら
、
移
転
費

の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
支
給
さ
れ
て

い
る
着
後
手
当
の
額
（
従
来
は
三
万

八
千
円
）
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
移
動

距
離
が
百
㎞
未
満
の
と
き
は
七
万
六

千
円
、
百
㎞
以
上
の
と
き
は
九
万
五

千
円
と
さ
れ
ま
し
た
。

※
親
族
を
随
伴
し
な
い
場
合
は
半
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

四

　求
職
活
動
支
援
費

　「
広
域
求
職
活
動
費
」の
名
称
が「
求

職
活
動
支
援
費
」
に
改
め
ら
れ
、
次

の
三
つ
に
区
分
さ
れ
ま
し
た
。

・
広
域
求
職
活
動
費

・
短
期
訓
練
受
講
費
（
新
設
）

・
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
（
新

設
）

　
新
た
に
設
け
ら
れ
た
短
期
訓
練
受

講
費
と
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費

と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

①

　短
期
訓
練
受
講
費

　
受
給
資
格
者
等
が
、
公
共
職
業
安

定
所
の
職
業
指
導
に
よ
り
再
就
職
の

促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
職
業
に

関
す
る
教
育
訓
練
を
受
け
修
了
し
た

場
合
に
、
受
講
の
た
め
に
支
払
っ
た

費
用
（
入
学
料
及
び
受
講
料
に
限
る
）

に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

一
般
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
と
さ
れ

て
い
な
い
も
の
が
支
給
対
象
と
な
る

訓
練
講
座
で
あ
り
、
受
講
の
た
め
に

支
払
っ
た
費
用
の
二
割
（
上
限
十
万

円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

②

　求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費

　
受
給
資
格
者
等
が
求
人
者
に
面
接

等
を
す
る
た
め
、
又
は
職
業
訓
練
・

教
育
訓
練
を
受
講
す
る
た
め
、
そ
の

者
の
子
に
関
し
て
、
保
育
等
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
場
合
に
支
給
（
求
人

者
と
の
面
接
等
を
行
っ
た
日
は
十
五

日
分
、
訓
練
を
受
講
し
た
日
は
六
十

日
分
を
限
度
）
さ
れ
ま
す
。
給
付
割

合
は
、
利
用
費
の
八
割
（
一
日
当
た

り
上
限
八
千
円
）
で
す
。

　
支
給
対
象
と
な
る
保
育
等
サ
ー
ビ

ス
の
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ア
　
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
で
行

わ
れ
る
保
育
、
小
規
模
保
育
、
家

庭
的
保
育
、
居
宅
訪
問
型
保
育
、

事
業
所
内
保
育

イ
　
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
（
例
：
一
時
預
か
り
事
業
、
延

長
保
育
、
病
児
保
育
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

等
）

ウ
　
そ
の
他
ア
、
イ
に
準
ず
る
役
務

（
認
可
外
保
育
所
で
行
わ
れ
る
保
育
、

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
等
）

五

　一
般
教
育
訓
練
給
付

　
一
般
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
と
な

る
費
用
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
訓
練

開
始
日
前
一
年
以
内
に
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
場
合
の

経
費
が
、
一
般
教
育
訓
練
給
付
の
支

給
対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
給
付
割
合
は
、
要
し
た
費
用
の
二

割
（
上
限
二
万
円
）
で
す
。

　
こ
の
改
正
は
、
経
済
社
会
環
境
が

変
化
し
て
い
く
中
、
労
働
者
が
自
ら

の
キ
ャ
リ
ア
を
主
体
的
に
考
え
、
こ

れ
に
即
し
て
職
業
能
力
の
開
発
、
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
し
、
労
働
者
が
自
己
負
担
に
よ
り

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受

け
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
を
給
付
の

対
象
に
す
る
も
の
で
す
。

六

　そ
の
他

　
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
に
併

せ
、
育
児
休
業
給
付
金
・
介
護
休
業

給
付
金
の
要
件
等
の
見
直
し
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
介
護
休
業
給
付
に
関
し

て
は
対
象
家
族
の
拡
大
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
対
象
家
族
と
さ
れ
る
①
配
偶
者
、

②
父
母
、
③
配
偶
者
の
父
母
、
④
子

供
、
⑤
祖
父
母
、
⑥
兄
弟
姉
妹
、
⑦

孫
の
う
ち
、
⑤
か
ら
⑦
の
者
は
、
労

働
者
が
「
同
居
・
扶
養
」
し
て
い
る

こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

同
居
し
な
い
親
族
の
介
護
を
行
う
事

例
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
同

居
・
扶
養
要
件
は
削
除
さ
れ
ま
し
た

（
同
居
・
扶
養
し
て
い
な
い
者
を
介

護
し
て
い
る
場
合
も
給
付
金
の
対
象

と
さ
れ
ま
す
）。

　
ま
た
、
支
給
回
数
の
制
限
の
緩
和

が
行
わ
れ
、
被
保
険
者
が
対
象
家
族

を
介
護
す
る
た
め
の
休
業
は
、
対
象

家
族
一
人
に
つ
き
三
回
（
従
来
は
原

則
一
回
）
ま
で
の
休
業
が
、
介
護
休

業
給
付
金
の
支
給
対
象
と
さ
れ
ま
し

た
。



　オペラをご覧になったことはありますか？
　以前は欧米の劇場の来日公演が大半で、
チケットも手に入れ難く敷居の高いもので
したが、近頃は日本の劇場や歌劇団主催の
公演も増え、私たちにとっても少しずつ身
近なものとなってきました。
　オペラとは簡単に言えば「物語を歌で進
行させるお芝居」ですが、その物語は、神
話に出てくる神々に題材を得たものから庶
民の暮らしを描いたものまで様々です。日
本の感覚で言えば、古事記から世話物まで、
といったところでしょうか。
　日本を舞台とし、日本の童謡など耳馴染
みのある旋律を随所に用いた、プッチーニ
作曲の「蝶々夫人」や、日常のリアリズム
を追求し、普遍的な人間の感情を音楽にぶ
つけたヴェリズモ（真実主義）オペラの傑
作、レオンカヴァッロ作曲の「道化師」、
マスカーニ作曲の「カヴァレリア・ルステ

ィカーナ」などは、オペラ初心者の方にも
比較的抵抗なくご覧いただけることでしょ
う。
　オペラはその歴史の中で、音楽だけでな
く舞台装置や衣装・演出等の効果も重要視
し、「総合芸術」として発展してきました。
　そしてもう一つの大きな要素は、劇場自
体の美しさです。
　本場ヨーロッパには、世界遺産にもなっ
たドイツのバイロイト辺境伯歌劇場、ミュ
ージカル「オペラ座の怪人」の舞台となっ
たパリ・オペラ座（ガルニエ宮）など、た
め息の出るような美しい歌劇場が数多くあ
ります。
　日本でも音響の素晴らしい劇場が増えて
きました。
　日本ならではの豊かな自然を借景とした
劇場などもあり、ヨーロッパのそれとはま
た違った良さがあります。
　心からの感動を味わいに、ぜひ劇場にお
出かけ下さい。作品のあらすじを予習して
いけば、さらに楽しめることでしょう。

　男性だけで構成される女人禁制の舞台、
歌舞伎。当然、女性の役も男性が演じてい
ます。
　女性顔負けの美しい女形は見ているだけ
でうっとりしますが、そもそも、なぜ男性
だけの舞台芸術が生まれたのでしょうか。
　元は、江戸時代の幕開けとちょうど同じ
頃、京都は四条の河原で一人の女性が踊り
始めたものが評判を呼び、多くの女性たち
が真似て「女歌舞伎」となったのですが、
これが「風俗を乱す」という事で禁止され、
次に未成年男性が引き継いで始めた「若衆
（わかしゅ）歌舞伎」も、やはり同じ理由で
禁止されてしまいました。
　ならばと始まったのが、成人男性が演じ
る「野郎（やろう）歌舞伎」です。これが大
きく発展して、現在では日本の伝統芸能に
までなったのです。

　寒
い
日
が
毎
日
続
く
と
、
暖
か
い

春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
く
感
じ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
寒

い
季
節
に
も
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
花
々
が
咲
い
て
い
ま

す
。　白

く
小
さ
い
可
憐
な
水
仙
や
、
濃

い
緑
の
葉
に
白
や
ピ
ン
ク
の
花
が
鮮

や
か
な
寒
椿
な
ど
は
、
公
園
や
街
中

の
生
垣
な
ど
で
よ
く
見
か
け
ら
れ
ま

す
ね
。
そ
の
他
に
も
、
庭
の
木
に
黄

色
い
花
を
咲
か
せ
る
甘
い
香
り
の
蝋

梅
（
ろ
う
ば
い
）
や
、
八
重
の
花
び

ら
が
美
し
い
山
茶
花
（
さ
ざ
ん
か
）

な
ど
も
、
冬
の
代
表
的
な
花
と
言
え

ま
す
。

　凛
と
し
た
冷
た
い
空
気
の
中
で
美

し
く
咲
く
こ
れ
ら
の
花
々
を
、
今
年

は
い
く
つ
見
つ
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

寒
い
季
節
で
も
、
外
に
出
る
こ
と
が

少
し
楽
し
く
な
り
ま
せ
ん
か
？

オペラ

～元は女歌舞伎～
冬
に
咲
く
花
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